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〈話すことチェックリスト (第３・４学年担任用）〉 

チェック項目 チェック 

❶ 話す声が小さくて聞き取れないことがある   

❷ 話す声が大きすぎる   

❸ 話す速さが速すぎて聞き取れないことがある   

❹ 話す速さが遅すぎる   

❺「テレビ」を「テビレ」など，言葉の中の音の並びを言い間違える

ことがある 
  

❻ 何と言えばよいのか分からなくなったり，言葉につまったりする   

❼ ある言葉を間違った意味において使うことがある   

❽ 主語，述語の文が作れないなど，文法構造の理解ができていない   

❾「は」「が」「を」「へ」などの助詞を適切に使うことが難しい   

❿ 伝えたい内容を分かりやすく伝えることが難しい   

⓫ 思いつくままに話すなど，筋道の通った話をすることが難しい   

⓬ 敬語など，ていねいな言葉で話すことが苦手である   

⓭ その場の話題と異なる話題を話すことがある   

⓮ 文ではなく，単語で話すことがよくある   

⓯ 長い文章で，くわしく説明することが苦手である   
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〈話すことチェックリスト (第５・６学年児童用）〉 

チェック項目 チェック 

①「声が小さくて聞こえないよ」と言われることがある   

②「声が大きすぎるよ」と言われることがある   

③「話すのが速すぎて聞き取れないよ」と言われることがある   

④「話す速さが遅すぎるよ」と言われることがある   

⑤「テレビ」を「テビレ」など，言葉の中の音のならびを言いまちが

えることがある 
  

⑥ 何と言えばよいのか分からなくなったり，言葉につまったりする   

⑦ 意味が分からない言葉がある   

⑧「わたしは」「○○が」などの主語をつけずに話すことがある   

⑨「～は」「～が」「～を」「～へ」などの言葉をまちがえてつかう

ことがある 
  

⑩ 話をしていると，「話が分かりにくいよ」と言われることがある   

⑪ 思いつきで話をして，何の話をしているのか分からなくなることが

ある 
  

⑫ 敬語など，ていねいな言葉で話すことが苦手である   

⑬ 話をしていると，「今は，その話はしてないよ」と言われることが

ある 
  

⑭ 文ではなく，単語で話すことがよくある   

⑮ 長い文章で，くわしく説明することが苦手である   
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デジタル教材一覧 

 

「
話
す
」
こ
と
に 

お
け
る
「
困
難
さ
」 

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト 

項
目
（
児
童
用
） 

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト 

項
目
（
担
任
用
） 

タ
イ
プ 

教材 

教材ごとの「困難さ」を改
善・克服するために必要と
なる力 

「
困
難
さ
」
を
改
善
・
克
服
す

る
た
め
に
必
要
と
な
る
力 

タイトル 内容 

⑴
適
切
な
声
の
大
き
さ
や
速
さ
で
話
す
こ
と
が
難
し
い 

①
「
声
が
小
さ
く
て
聞
こ
え
な
い
よ
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る 

②
「
声
が
大
き
す
ぎ
る
よ
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る 

③
「
話
す
の
が
速
す
ぎ
て
聞
き
取
れ
な
い
よ
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る 

④
「
話
す
速
さ
が
遅
す
ぎ
る
よ
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る 

❶
話
す
声
が
小
さ
く
て
聞
き
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
る  

  

❷
話
す
声
が
大
き
す
ぎ
る 

❸
話
す
速
さ
が
速
す
ぎ
て
聞
き
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
る 

 

❹
話
す
速
さ
が
遅
す
ぎ
る 

ひ
と
り
で
す
る 

同じセリフで
も 

同じセリフを，相手や状況の違いに応じて，
言い方を考えて表現する。 
（例）「明日は雨が降るでしょう」⇒天気予報
をしているアナウンサーと，運動会の延期を伝
える先生。 

声の質（声の大きさ，速
さ，間，明瞭さ）を強く意識
化させ，話す力に発展させ
るような音読力 

内
容
や
場
面
に
応
じ
て
、声
の
大
き
さ
、速
さ
、間
、明
瞭
さ
な
ど
を
調
節
し
た
り
、工
夫
し
た
り
す
る
力 

読み方を変え
よう 

話す内容や，場面に応じて声の質や表情を
変えて音読する。 
（例）うれしいニュースと悲しいニュースを声
の質や表情を変えて読み，それぞれ録画して
比べる。 
同じ文章を，クラスで発表するときと，かくれ
てこっそり読むときとで，声の大きさを変えて
読み，それぞれ録画して比べる。 

内容や場面に応じて声の
大きさや，速さを調節して音
読する力 

チャレンジ！ 
300字 

  １分間に300字の速さで読めるよう練習す
る。教科書で学習した文章の中から300字程
度の話を選び，話す速度を意識して，練習す
る。 

  話す速度を意識しながら
発表をする力 

早口言葉エ
クササイズ 

早口言葉を例から選んで，3回ずつ言う。   音声力・音読力・話す力 

大事なことの
つたえ方 

大事なことを上手に伝える方法（強弱をつ
ける，間を開けるなど）を知り，例文を読んで
練習する。 

  大事なことを上手に伝え
る方法（強弱，間など）を理
解し，実践する力 

話し方を学ぼ
う 

NHK for schoolの話し方（適切な声の大
きさ，速さなど）に関する動画の紹介。 

  相手との距離や人数に応
じて，声の大きさを調節する
ことのよさを知り，分かりや
すく伝える力 

み
ん
な
で
す
る 

はい，元気で
す！ 

「はい，元気です」の「元気」を別の言葉に
して，大きな声で言う。 
（例）好きな食べ物にする。⇒「はい，ハンバー
グです。」 

  楽しみながら，人前で声
を出す力 

まねっこしよう 
先生や友だちが言った単語を繰り返して言
う。先生が大きさ，速さを変えて言い，それを
繰り返すことで，声の出し方の練習をする。 

声の出し方，大きさ，速さ
の調節力 
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「
話
す
」
こ
と
に 

お
け
る
「
困
難
さ
」 

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト 

項
目
（
児
童
用
） 

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト 

項
目
（
担
任
用
） 

タ
イ
プ 

教材 

教材ごとの「困難さ」を改
善・克服するために必要とな
る力 

「
困
難
さ
」
を
改
善
・
克
服
す

る
た
め
に
必
要
と
な
る
力 

タイトル 内容 

⑵
「
テ
レ
ビ
」
を
「
テ
ビ
レ
」
な
ど
、
言
葉
の
中
の
音
の

並
び
を
言
い
間
違
え
る
こ
と
が
あ
る 

⑤
「
テ
レ
ビ
」
を
「
テ
ビ
レ
」
な
ど
、
言
葉
の
中
の
音
の

並
び
を
言
い
間
違
え
る
こ
と
が
あ
る 

❺
「
テ
レ
ビ
」
を
「
テ
ビ
レ
」
な
ど
、
言
葉
の
中
の
音
の

並
び
を
言
い
間
違
え
る
こ
と
が
あ
る 

ひ
と
り
で
す
る 

しりとりエクサ
サイズ 

  自分でしりとりをして言葉を 10 個集め
て，音読する。 

  いろいろな言葉を集めて，
語彙を増やす力 

音
韻
認
識
を
高
め
、語
彙
を
増
や
す
力 

一文字変えて 
  言葉の一文字を変えて，別の言葉にする。
リズムよく音読する。 
（例）「みかん」⇒「やかん」⇒「どかん」 

  音韻認識を高め，語彙を
増やす力 

アクセントエク
ササイズ 

  同音異義語の入った文章を，アクセントに
気をつけながら音読する。 
（例）「飴を買ったら，雨がふってきた」 

  一つ一つの単語の発音を
考える音声化の能力を育成
し，同音異義語の語彙を増
やす力 

「あ」のつく言
葉 

  ある文字で始まる(終わる)言葉を集める。 
（例）最初に「あ」がつく言葉，最後に「ん」が
つく言葉 

  クイズ感覚で言葉を学び，
語彙を増やす力 

み
ん
な
で
す
る 

さかさま言葉 
友だちが言った言葉を逆さにして答える。 
（例）「さかな」⇒「なかさ」 

文字を逆の順番で言うこ
とで，音韻認識を高め，語彙
を増やす力 

⑶
使
う
言
葉
の
数
が
少
な
く
、的
確
な
言
葉
を
見
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、言
葉
に
つ
ま
っ
た
り
す
る 

⑷
あ
る
言
葉
を
間
違
っ
た
意
味
に
お
い
て
使
う
こ
と
が
あ
る 

⑥
何
と
言
え
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、言
葉
に
つ
ま
っ
た
り
す
る 

⑦
意
味
が
分
か
ら
な
い
言
葉
が
あ
る 

❻
何
と
言
え
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、言
葉
に
つ
ま
っ
た
り
す
る 

❼
あ
る
言
葉
を
間
違
っ
た
意
味
に
お
い
て
使
う
こ
と
が
あ
る 

ひ
と
り
で
す
る 

言葉のマップ 
イメージマップで連想した言葉を書く。 
（例）「先生」⇒「おもしろい，えがお，やさし
い」 

使いこなせる言葉を増や
す力 

語
彙
の
意
味
や
使
い
方
を
知
り
、使
い
こ
な
せ
る
語
彙
を
増
や
す
力 

くりかえしのあ
る言葉クイズ 

「ごろごろ，我々，だんだん，ほのぼの」のよ
うな言葉（畳語）を集めて，音読する。集めた
言葉が答えになるクイズを考える。 
（例）「どんどん」⇒「机をたたく音は？」 

畳語という単語の種類が
あることに気付き，畳語の語
彙を増やす力 

これって 何の
音 

擬音語．擬態語から連想する言葉を考え
たり，文を作ったりする。 
（例）「うずうず」⇒「早く学校に行きたくてう
ずうずしている。」 

擬音語・擬態語に親しみ，
文を書くときに使える力 

言葉あつめゲ
ーム 

お題からイメージする言葉を書く。 
（例）「赤色のもの」⇒「ポスト，赤鉛筆，赤白
帽子」など。 

ゲーム感覚で言葉集めを
して，語彙を増やす力 

ネタ帳をもとう 
メモのよさや，方法を知る。クロームブック
のメモ機能の使い方を知り，メモをする練習
をする。 

メモする習慣を身に付け，
話すときに生かす力 

反対言葉 
問題の言葉の反対の言葉を答える。 
（例）「暑い」⇒「寒い」，「広い」⇒「狭い」 

反対の意味の言葉を知
り，語彙を増やす力 

どんな気持
ち？ 

「行動」に続く「感情を表す言葉」を選択
肢から選び，文を作る。 
（例）「遊ぶのは」⇒選択肢から「楽しい」を
選ぶ。 

気持ちを表す言葉を知り，
表現することができる力 

何のなかまか
な？ 

いくつかの言葉の共通点を探して答える。 
（例）「ボールペンと消しゴム」⇒「文房具」 

イメージを作る言葉遊び
に取り組み，共通点を表す言
葉を知り，語彙を増やす力 

何しているの？ 

絵や写真を見て，５文程度でお話をつく
る。写真をよく観察し分かることや，「このあと
どうなるか想像する」などしたことをもとにお
話を考え，写真を見せながらスピーチをする。 

話題設定力を高め，文章
を構成する力 

 
 

い
ろ
い
ろ
な

表
現
の
仕
方
を

理
解
す
る
力 

み
ん
な
で
す
る 

言ってはいけ
ない 

「言ってはいけない言葉」を指定し，グルー
プや，クラス全員でしりとりをする。 
（例）しりとりの中に，「動物」の名前を言って
はいけない。 

言葉に気を付けながら話
し，他の言い方を考えなが
ら，語彙を増やす力 

 
 

語
彙
の
意
味
や
使
い

方
を
知
り
、
使
い
こ
な
せ

る
語
彙
を
増
や
す
力 

わたしは石に
なる 

身の回りにあるものになりきってインタビュ
ーを受ける。 
（例）「鉛筆」⇒「鉛筆さんはどんな時にうれ
しいですか。」 

ものになりきってその役割
や気持ちを想像し，いろいろ
な表現の仕方を理解する力 

 
 

い
ろ
い
ろ
な

表
現
の
仕
方
を

理
解
す
る
力 
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「
話
す
」
こ
と
に 

お
け
る
「
困
難
さ
」 

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト 

項
目
（
児
童
用
） 

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト 

項
目
（
担
任
用
） 

タ
イ
プ 

教材 

教材ごとの「困難さ」を改
善・克服するために必要とな
る力 

「
困
難
さ
」
を
改
善
・
克
服
す

る
た
め
に
必
要
と
な
る
力 

タイトル 内容 

⑸
主
語
、述
語
の
文
が
作
れ
な
い
な
ど
、文
法
構
造
の
理
解
が
で
き
て
い
な
い 

⑹
「
は
」
「
が
」
「
を
」
「
へ
」
な
ど
、助
詞
を
適
切
に
使
う
こ
と
が
難
し
い 

⑧
「
わ
た
し
は
」
「
○
○
が
」
な
ど
の
主
語
を
つ
け
ず
に
話
す
こ
と
が
あ
る 

⑨
「
～
は
」
「
～
が
」
「
～
を
」
「
～
へ
」
な
ど
の
言
葉
を
ま
ち
が
え
て
つ
か
う
こ
と
が
あ
る 

❽
主
語
、述
語
の
文
が
作
れ
な
い
な
ど
、文
法
構
造
の
理
解
が
で
き
て
い
な
い 

❾
「
は
」
「
が
」
「
を
」
「
へ
」
な
ど
の
助
詞
を
適
切
に
使
う
こ
と
が
難
し
い 

ひ
と
り
で
す
る 

○○になりきっ
て，お話づくり 

自分以外の人，ものなどになりきって，お話
を作り，音読をする。 
（例）「うさぎ」⇒「わたしはうさぎです。日曜
日に川に行きました。そこで魚を見つけまし
た。・・・」 

決められた文章の型に合
わせて，柔軟に表現する力 

基
本
的
な
文
の
型
、文
章
の
構
成
を
理
解
す
る
力 

だれが 
何を 
どうした 

「いつ，どこ，だれが，何を，どうした」に当
てはまる言葉を，例から選んだり，自分で考え
たりして文章を作る。 

基本的な文の型を覚え，
活用する力 

２つを１つに 
１つを２つに 

２文を１文にしたり，１文を２文に分けたり
する。接続詞の使い方に気を付けて文を作
り，音読する。 
（例）「僕は今日外で遊びました。ドッジボー
ルをして遊びました。」⇒「ぼくは今日外でド
ッジボールをして遊びました。」 

必要に応じて，短くしたり，
長くしたりして場に合う原稿
に書き換え，構成を考えて話
す力 

お話リレー 

決められた接続語を使って，お話を作る。 
①「むかしむかしあるところに」②「毎日毎
日」③「ところが」④「そして」⑤「最後に」な
ど，決められた接続語のあとに，文をつけて
お話を作る。 

決められた接続語を使っ
て想像を広げ，助詞を正しく
使って文を作る力 

「は」かな？ 
「へ」かな？ 

助詞を抜いた，単語だけが並んだ文に助
詞を入れて文を作る。また，助詞を変えて，文
を作り直す。 
（例）「ぼく〇，先生と遊んだ。」⇒「ぼくは，先
生と遊んだ。」「先生は，ぼくを，ほめた」 ⇒
「ぼくは，先生に，〇〇〇〇。」 

助詞の使い方を理解する
力 

み
ん
な
で
す
る 

みんなでお絵
かき 

自分で描いた絵を言葉で説明する。友だ
ちが同じ絵を描けるように，説明を工夫する。 
（例）「花」⇒「花です。真ん中にまるを描い
て，花びらを５枚描きます。茎があって，下に
葉が２枚あります。色は・・・。」 

言葉を選んで話すため
の，いろいろな表現力 

みんなでお話
づくり 

グループで５W１H を分担して，自由に書
き，順番に発表して文を作る。 
（例）「いつ」「どこで」「何を」などをグルー
プで分担して，それぞれが自由に言葉を考
え，「いつ」「どこで」「何を」「どうした」の順
で言葉を出して，文を作る。 

話す時に，基本的な文の
型を意識して話す力 
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「
話
す
」
こ
と
に 

お
け
る
「
困
難
さ
」 

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト 

項
目
（
児
童
用
） 

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト 

項
目
（
担
任
用
） 

タ
イ
プ 

教材 

教材ごとの「困難さ」を改
善・克服するために必要とな
る力 

「
困
難
さ
」
を
改
善
・
克
服
す

る
た
め
に
必
要
と
な
る
力 

タイトル 内容 

⑺
内
容
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い 

⑻
思
い
つ
く
ま
ま
に
話
す
な
ど
、筋
道
の
通
っ
た
話
を
す
る
こ
と
が
難
し
い 

⑩
話
を
し
て
い
る
と
、
「
話
が
分
か
り
に
く
い
よ
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る 

⑪
思
い
つ
き
で
話
を
し
て
、何
の
話
を
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る 

❿
伝
え
た
い
内
容
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い 

⓫
思
い
つ
く
ま
ま
に
話
す
な
ど
、筋
道
の
通
っ
た
話
を
す
る
こ
と
が
難
し
い 

ひ
と
り
で
す
る 

だれが 
何を 
どうした 

「いつ，どこ，だれが，何を，どうした」に当
てはまる言葉を，例から選んだり，自分で考え
たりして文章を作る。 

  基本的な文の型を覚え，
活用する力 

基
本
的
な
文
の
型
、文
章
の
構
成
を
理
解
す
る
力 

２つを１つに 
１つを２つに 

２文を１文にしたり，１文を２文に分けたり
する。接続詞の使い方に気を付けて文を作
り，音読する。 
（例）「僕は今日外で遊びました。ドッジボー
ルをして遊びました。」⇒「ぼくは今日外でド
ッジボールをして遊びました。」 

  必要に応じて，短くしたり，
長くしたりして場に合う原稿
に書き換え，構成を考えて話
す力 

お話リレー 

決められた接続語を使って，お話を作る。 
①「むかしむかしあるところに」②「毎日毎
日」③「ところが」④「そして」⑤「最後に」な
ど，決められた接続語のあとに，文をつけて
お話を作る。 

  決められた接続語を使っ
て想像を広げ，助詞を正しく
使って文を作る力 

手の力でつた
えよう 

手を動かしながら，話す練習をする。「ナン
バリングの数字を指で表す」「『大きい』『小
さい』を，手を使って表す」などを知り，練習す
る。 

  自分の思いを，身振り手
振りを使って分かりやすく伝
える力 

 
 

相
手
を
意
識
し
、
分
か
り
や
す
い
伝
え
方
を

理
解
す
る
力 

つけたしトレー
ニング 

理由や原因を付け加えて話す練習をする。 
（例）「本を読むとよい」の理由を３つ書いて，
スピーチする。 

  分かりやすく，説得力のあ
る文章構成力 

もり上げ上手！ 

話を盛り上げる方法について学び，文を作
って，話す練習をする。「えがお」で話す練習，
「たとえば」を使って話す練習，言いたいこと
を「クイズ形式」にして話す練習などをする。 

  盛り上がる話にするため
の工夫を知り，話すときに生
かせる力 

み
ん
な
で
す
る 

ぴったりをねら
おう 

「〇〇が好きな人」などの質問にクラスの
何人が手を挙げるか，グループで話し合って
予想をする。 
（例）「赤よりも青が好き」と答えるのがクラ
スで何人いるか，グループで話し合って予想
する。クラスで手を挙げて調べ，予想に近い
かどうかを競う。 

  相手の意見に合わせて，
自分の考えを表現する力 

 
 

相
手
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
自
分
の
意
見
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
力 

「せえの」でそ
ろえよう 

みんなが一致しそうな答えをグループで話
し合って予想する。 
（例）「みんなが楽しめる遊びは」⇒クラス全
員が一致しそうな遊びは何かグループで話
し合って予想し，クラスで「せえの」で言って，
そろうかどうかを楽しむ。 

  友だちの意見を尊重する
態度を身に付け，相手の意
見に合わせて，自分の考え
を表現する力 

みんなでなら
びかえ 

クラスで「誕生日順」「早く寝た順」など
に，話し合いながら並び替える。 

  一つのテーマで友だちと
質問したり答えたりすること
で，状況に合わせて表現す
る力 
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「
話
す
」
こ
と
に 

お
け
る
「
困
難
さ
」 

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト 

項
目
（
児
童
用
） 

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト 

項
目
（
担
任
用
） 

タ
イ
プ 

教材 

教材ごとの「困難さ」を改
善・克服するために必要とな
る力 

「
困
難
さ
」
を
改
善
・
克
服

す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
力 

タイトル 内容 

⑼
そ
の
場
に
応
じ
た
話
を
す
る
こ
と
が
難
し
い 

⑫
敬
語
な
ど
、て
い
ね
い
な
言
葉
で
話
す
こ
と
が
苦
手
で
あ
る 

⑬
話
を
し
て
い
る
と
、
「
今
は
、そ
の
話
は
し
て
な
い
よ
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る 

⓬
敬
語
な
ど
、て
い
ね
い
な
言
葉
で
話
す
こ
と
が
苦
手
で
あ
る 

⓭
そ
の
場
の
話
題
と
異
な
る
話
題
を
話
す
こ
と
が
あ
る 

ひ
と
り
で
す
る 

ですよね。 
だよね。 
どっち？ 

テーマをもとに自分でスピーチのメモを
書き，相手を選んで，相手に合わせた言い
方に変えて話す。 
(例)「僕の好きな教科は算数です。」 
⇒（友だちに）「僕は算数が好きなんよ。わ
けは・・・。」 
⇒（校長先生に） 
「校長先生聞いてください。僕の好きな教科
は算数です。理由は・・・。」 

相手によって表現の仕方
を変える必要があることを実
感しながら話す力を高める
力 

相
手
・場
面
に
応
じ
て
、表
現
す
る
力
を
身
に
付
け
る 

おなやみ相談 
学校の先生方等の悩みを聞いて，アドバ
イスを考える。 

相手のことを考えて助言し
ようとする態度や表現力を身
に付ける力 

どんな気持ち？ 

  「行動」に続く「感情を表す言葉」を選択
肢から選び，文を作る。 
（例）「あそぶのは」⇒選択肢から「たのし
い」を選ぶ。 

気持ちを表す言葉を知り，
表現する力 

何でそうした
の？ 

お話を聞いて，登場する人の行動の理由
を考える。 
（例）「一郎君が学校の廊下を走っていた
時，むこうから校長先生が歩いてきました。
一郎君は走るのをやめました。一郎君は，な
ぜ走るのをやめたのでしょう。」などの問題
に，登場人物の気持ちになって考えて答え
る。 

想像力を高める推理クイ
ズに取り組み，答えを文章化
することで，身に付く文法的
な構成力 

話し方を学ぼ
う 

  NHK for school の話し方（相手や場面
に応じて）に関する動画の紹介 

相手や場面に応じて，話し
方や内容を工夫して伝える
力 

み
ん
な
で
す
る 

気持ちのつた
え方 

  いろいろな状況に応じて，自分の思いを
どのように相手に伝えるか考えて，二人組で
話す練習をする。 
（例）ゲームを貸していて返してほしいＡさん
役と，ゲームを持ってくるのを忘れたＢさん役
になり，お互いの気持ちを考えながら役割
演技をする。 

相手・場面に応じてどのよ
うな応答が必要かを理解し，
話す時に生かす力 

上手に言える
かな？ 

  職員室へ入るとき，忘れ物した時など，状
況に応じてどのように話すか考え，練習す
る。 

応答を的確に伝えるため
にどのような表現が必要か
を理解し，表現する力 

⑽
単
語
を
羅
列
し
た
り
、短
い
文
で
内
容
に
乏
し
い
話
を
し
た
り
す
る 

⑭
文
で
は
な
く
、単
語
で
話
す
こ
と
が
よ
く
あ
る 

⑮
長
い
文
章
で
、く
わ
し
く
説
明
を
す
る
こ
と
が
苦
手
で
あ
る 

⓮
文
で
は
な
く
、単
語
で
話
す
こ
と
が
よ
く
あ
る 

⓯
長
い
文
章
で
、く
わ
し
く
説
明
を
す
る
こ
と
が
苦
手
で
あ
る 

ひ
と
り
で
す
る 

何しているの？ 

  絵や写真を見て，５文程度でお話を作る。
写真をよく観察し分かることや，このあとどう
なるか想像するなどしたことをもとにお話を
考え，写真を見せながらスピーチをする。 

話題設定力を高め，文章
を構成する力 

 
 

い
ろ
い
ろ
な

表
現
の
仕
方
を

理
解
す
る
力 

わたしをアピー
ルしよう 

  自己紹介の準備をする。自分を見つめな
おし，自分のことをいろいろな言葉で表現す
る。 

自分のことを見つめ直し，
表現のする力 

 
 

基
本
的
な
文
の
型
、
文

章
の
構
成
を
理
解
す
る
力 

○○になりきっ
て，お話づくり 

自分以外の人，ものなどになりきって，お
話を作り，音読をする。 
（例）「うさぎ」⇒「わたしはうさぎです。日曜
日に川に行きました。そこで魚を見つけまし
た。・・・」 

決められた文章の型に合
わせて，柔軟に表現する力 

つけたしトレー
ニング 

理由や原因を付け加えて話す練習をす
る。 
（例）「本を読むとよい」の理由を３つ書い
て，スピーチする。 

分かりやすく，説得力のあ
る文章構成力 

 
 

理
由
な
ど
を
付
け
て
、
詳
し
く

話
を
す
る
力 

それってどんな
もの？ 

お題の名詞について，何をするものかな
ど考えて，スピーチをする練習をする。 
（例）「鉛筆」「わたしは鉛筆について深く考
えました。鉛筆は紙に字や絵をかくときに使
います。鉛筆は芯が細くなると削らないとい
けません。みんなにもっと鉛筆を使ってほし
いです。」 

一つの言葉について深く
考え，分かりやすく伝えられ
るスピーチ力 
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デジタル教材を使用する流れ 

Ⅰ 「話すことチェックリスト」をする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 「話すことチェックリスト」から，担任

が，当てはまるものの番号を選択し，

児童は，その番号の□に，をする。 

２ 「えらぶシート」に「これがいいよ」と

提示される。 

３ その隣の「スタート」ボタンをクリック

する。 

2 「えらぶシート」に，「これがいいよ」と提示される。 

3 その隣の「スタート」ボタンをクリックする。 

第５・６学年は，このようにします。 

第３・４学年は，このようにします。 

1 3 

 

2 

 

１ ２ ３ 

1 「話すことチェックリスト」から，当てはまるものの

項目の□に，をする。 
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Ⅱ デジタル教材の選択及び学習内容 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Google スラ

イド」で学習内

容を知る。 

ノートで学習するか，「ジ

ャムボード」で学習する

か選ぶ。 

例：「おなやみ相談」の学習 

クリックをすると「困難さ」に応じた教材の一覧

が提示されます。学習したい教材名を選択し，学

習を始めます。 

教材名を

クリック 
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Ⅲ 記録 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 「ジャムボードでする」の表示がある場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習が終わったら，記録をします。 

例：「おなやみ相談」の学習 

文字が入力された付箋を操作したり，自分で文字を

入力したりしながら，学習することができます。 

例：「『は』かな？『へ』かな？」の学習 

最後の 
ページ 

キーボード左上の    
 
を押す。 

「めざせ！お話名人！」の
タブをクリックする。 

一覧に戻って「〇」を入力し，記録を残す。 
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